


あきらめないでいた
その試みを後押ししたい。

福島県最南端に位置する矢祭町。
この町で農業をしたいと決意する若者が
暮らしていけるように・・・
矢祭町農業法人会として出来ることを模索しています。

「矢祭時間」 1年に１度、9回目のお届けです。
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横浜に7ヶ所、海老名、横須賀と計9ヶ所のキャンパスがある
教育アカデミー高等部の生徒と先生が、縁あってでんぱたの
圃場での田植えと稲刈り体験を行った。
5月の田植えはあいにくの雨の中、手植え作業で行ったため生
徒達はびしょ濡れ、泥だらけになりながらも根気強く頑張っ
てくれた。苗がなくなると合図をして苗束を外から投げても
らうのだが、投げれた苗は泥を跳ねて着地する。その度にわっ
と歓声がわく。普段は自然に触れる機会が少ない生徒たちの
農業体験。なにかしら記憶に残ってくれると嬉しい。

5月の田植え後に、稲の成⾧を気にかけていた生徒たち。稲
の様子を写真に撮り、猛暑を乗り越えてしっかりと育って
いると報告した。苦労しただけに自分たちで植えた稲、ぜ
ひとも稲刈りまでしたいとの強い希望があり、稲刈り体験
を実施。旧式の方法になるが、バインダーを押して刈り、
刈られたあとの圃場におだ掛けを組み、稲束を掛けていく。
ぬかるんだ圃場で⾧靴での作業に足を取られながらも、や
りきった。この日は口にすることは出来なかった矢祭米。
乾燥後に脱穀し、精米したものを送る約束をした。
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腹が減っては戦ができぬ‼
でんぱた特製ランチを
食べて、まずは腹ごしらえ

指導を受けて、バインダーで
稲刈り体験

いざ、本番。

内川地区の梅園を見学に

無事に稲刈りを終えて

大子町カヌー協会の
協力を得て

久慈川でカヌー体験♪原発事故後の矢祭の
米作りの話などを

聞きました。

n

2日目のランチは
美味しいと評判の
らーめん蓮の里へ
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激写!!

ゆず入り
クッキー生地

矢祭町では横浜市立横浜総合高校と2018年よ
り相互交流をスタートさせている。2023年の
11月3日と4日には、矢祭町特産のゆずの収
穫体験、収穫したゆずを使った料理やスイー
ツ、ドリンクの企画。最終的には実際に調理。
美味しそうな料理が数々出来上がった。






